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協
会
活
動
状
況

(
特
別
の
記
載
の
な
い
も
の
は
、
す

べ
て
会
場
は
事
務
所
に
お
い
て
。

都
合
に
よ
り
出
席
者
名
を
省
略

)

●
昭
和
五
十
五
年
五
月
十
七

日

(土
)

通
常
総
会

別
記

の
と
お

り
開
催
さ
れ
た
。

●
六
月
十
四
口

(
土
)

第
八
十
二
回
理
事
会

●
六
月
十
六
日

(
月
)

「
日
高
山
脈
国
定

公
園
設
置

に
関
す

る
要
望

書
」
を
別
記

の
と
お
り
、
道
知
事

、
道
自
然
環

境
保
全
審
議
会
会

長
あ

て
提
出

し
た

。

●
六
月
二
十
五

日

(水
)

常
任

理
事
会

●
七
月
七
日

(
月
)

会

員

・
俵

浩

三
氏

の

「
第

一
回
田
村
賞

受

賞
」
祝
賀
会
を
札
幌
市
内
で
開
催

し
た
。
会

員

の
有
志
十
九
名
が
出
席

。

●
八
月

三
日

(
日
)

親
と
子
の
自
然
教
室

自
然
歩

道
西
岡
i
有

明

コ
ー

ス
を
舞
台

と
し

て
第

一
回
目

の
教
室

を
開
催

し
た
が

、
好
天

に

恵
ま
れ
有

意
義

な

一
日
と
な

っ
た
。
参
加
者

は

二
〇
グ

ル
ー
プ
、
三
十
八
名

。

●
八
月
十

幽
日

(
月
)

常
任

理
事

会

●
八
月
十
八
日

(月
)

「
会
誌
」
編
集
会
諾

二
十
号

は
、

「
道
路
」
特
集
号
と
す
る

こ
と

に
決
定

。
企
画

の
打
合

せ
。

●
九
月
七

日

(日
)

親
と
子
の
自
然
教
室

道
立
林
業
試
験
場

(美
唄
市
光

珠
内

町
)

を

舞
台
と
し

、
第

二
回
目

の
教
室

を
開
催

し
た
。

参
加
者

は

一
九
グ

ル
ー
プ
、
三
十

五
名
。

●
九
月
十
九
日

(金
)

「
会
誌
」
編
集
会
議

十
月

二
十
日
を
原
稿
締

切
日
と
し
、
十

二
月

発
行
を

メ
ド

に
進
め

る
こ
と
に
決
定

。

●
九
月
二
十
口

(
土
)

講
演
会

苫
小
牧

市
公
民
館

に
お
い
て
、
別
記

の
と
お

り
開
催
し
た
。

●
九
月
二
十
四
日

(水
)

常
任

理
事
会

●
十
月
三
口

(
金
)

来
道

中

の
米
国

「
シ

ェ
ラ

・
ク
ラ
ブ
」

の
代

表
者

の
か
た
が
た
と
懇
談
会

を
開
催

し
た
。

米
国
自

然
保
護

団
体

「
シ

ェ
ラ

・
ク
ラ
ブ
」

世
界

で
も
有
数

で
あ

り
、
米
国
最
大

の
自
然

保
護

団
体

「
シ

ェ
ラ

・
ク
ラ
ブ
」

(
会
員
十
八

万
名
)

の
訪

日
視
察
団

一
行
五

二
名

(
団
長

C

・
A

・
L

o
o
k
氏
)

の
老
若
男
女

の
グ

ル
ー

プ
が
さ

る
十
月

二
日

に
来
道
し
た
。

シ
ェ
ラ

・
ク
ラ
ブ

は
米
国

に
お
け
る
自
然
保

護
運
動

の
中
核
を
な
し

て
お
り
、
本
年

六
月

、

七
月
米
国
で
お

こ
な
わ
れ
た
日
米
環
境
会
議

で

も
、
そ

の
推
進

力
と
し
て
活
動

し
た
。

十
月
三
日
に
は
、
本
会
会

員
で
あ

り
、

シ

ェ

ラ

・
ク
ラ
ブ
会

員

で
も
あ

る
佐

々
保
雄
北
大
名

誉
教
授

の
提

唱
に
よ

っ
て
本
会

と
北
海
道
自
然

保
護

団
体
連

合
と
が
共

催
で
、

一
行
有
志

の
歓

迎
会

を
札
幌

市
内
で
開
催
し
、
相

互
に
自
然
保

護

の
あ

り
方

に

つ
い
て
大
い
に
懇
談
し

た
。
と

く

に
、

シ

ェ
ラ

・
ク
ラ
ブ

は
多

年

の
豊
富
な
経

験

か
ら
、
主
と
し
て
自
然

を
道
路
建
設

に
よ
る

破
壊
か
ら
守
る
た
め

の
具
体

的
な
方
法

に

つ
い

て
の
べ
て
も

ら
え
た

の
は
有
益

だ

っ
た
。
た
と

え
ば
日
高
道
路

問
題

に

つ
い
て
は

1

知
事

、
そ
の
他

に
手
紙

を
送

る
こ
と
。

2

署
名
活
動
を
行
う

こ
と
。

3

議
員

に
議
案
審
議

二
四
時
間
前

に
電
報

を
打

つ
こ
と
。

4

デ

.ハ
ー
ト
そ

の
他

で
大
き
な
ポ

ス
タ
ー

を
か
か
げ

、
関

心
を

ひ
く

こ
と
。

な
ど
の
、
い
ろ
い
ろ
な
運
動

に
つ
い
て
説

明

さ
れ
た
。

な
お

一
行

は
、

「
日
高
道
路
建
設

中
止
」
を

訴

え
る
手
紙
を
北
海
道
知
事

あ
て
に
出
す
と
い

う
こ
と
で
あ

っ
た

。

●
十
月

四
日

(
土
)

第
八
十
三
回
理
事
会

い
よ
い
よ
来
年

か
ら

「
自

然
観
察
指
導
員
研

修
会
」

を
実
施
す

る
こ
と
に
決

定

。

早

速

、

(財
)
日
本
自
然
保
護
協
会
あ

て
共
催

の
合
意

連
絡
を

お
こ
な
う
。
時
期
は
七
月
末

日
、
大
滝

セ
ミ
ナ
ー

ハ
ウ

ス
で
二
泊

三
日

の
予
定

。

●
十
月
九
日

(
木
)

「
開
発
道
路

静
内
-
中
札
内
線

(仮
称
)

計
画

の
廃
棄

に

つ
い
て
の
請

願
」
を
北
海
道
議

会
議
長
あ

て
別
記

の
と
お
り
提
出

。
南
北
海
道

自
然
保
護
協
会

よ
り
も
提
出

。

●
十
月
十

九
日

(
日
)

親
と

子
の
自
然
教
室

「
サ
ケ

・
マ
ス
の
ふ
る
さ
と
を
訪
ね

る
」
を

テ
ー
マ
に
、
千
歳
市

を
舞
台

と
し
て
開
催
。

一

四
グ

ル
ー
プ

、
三
十

一
名
参
加

。
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北
海
道
自
然
保
護
協
会

昭
和
五
十
五
年
度

通

常

総

会

昭
和
五
十
五
年
度
の
総
会
は
五
月
十
七
日

(土
)午
後
二
時
か
ら
日
本
生
命
ピ
ル
会
議
室
で

」一,

開
催
、
五
十
四
年
度
の
事
業
な
ら
び
に
収
支
決

算
報
告
、
五
十
五
年
度
事
業
計
画
案
な
ら
び
に

昭 和54年 度 収 支 決 算 書(54.4.1.～55.3.31.)

部の出支

(6,210,872)円

3,832,790

373,518

94,655

213,590

157,492

120,767

200,000

233,500

144,328

47,096

742,316

8,000

32,500

10,320

(2,742,745)

(30,780)

(19,721,000)

(36,300)

(800,000)

(350,000)

(1,261,179)

当

費

費

費

費

費

費

費

費

費

料

課

費

費

)

)

毒

畿
輪
壌

ぎ

蕪
徽
鞭

給

福

会

旅

通

消

什

印

燃

光

賃

租

諸

雑

般

自

託

定

入

立

期

管

一
独

受

固

繰

積

次

(

(

(

(

(

(

(

(

131,152,876計合

部の

(14,400)円

14,400

(4,037,500)

1,287,500

2,750,000

(26,869,390)

219,390

26,650,000

2,500)

170,752)

32,022

138,730

58,334)

(

(

(

31,152,876

入収

郷

器
鋤

)
)
穐
入纐

雛

聡

鱒
講

熱

基

会

事

儒

催

揃

(

(

(

計合

収
支
予
算
案
が
審
議
さ
れ
た
結
果
、
原
案

ど
お

り
承
認
さ
れ
た

。

な
お
、
総
脚△
酉
の
革剛
に
、
倉
本

{聰
氏

(
シ
ナ

リ
オ
作
家
)

に
よ
る
特
別
講
演

(
題
名
1
自
然

と
文
化
)
が
行
わ
れ

た
。

ま
た
、
役
員
改
選

の
結
果

、
次

の
よ
う

に
顔

ぶ
れ
が
新

し
く
な

っ
た
。

会
長

(
八
木
健

三
)
、
副
会
長

(新
妻

博
、

門
脇
松
次
郎
)
、
常
任
理
事
"
(大
山

明
、

加

藤
勇
太
郎

、
狩
野

宏

、
滝

口

亘
、
長
谷
川

雄

七
)
、
理
事

(赤
嶋

正
克

、
泉

重
雄
、

斎

藤
禎
男

、

門
村

浩
、
午
来

昌
、
佐
藤

盛

、

新
庄

久
志

、
田
尻
聡
子

、
広
井

淳
、
宗
像
英

雄
、
森

紫
朗

、
山
本

正
)
、

監
事

(
及
川

敬

一
、
大
塚

武

、
秦

巌
夫
)

陳
情
書
、
要
望
書

日
高
山
脈
国
定
公
園
設
置
に
関
す
る

要
望
書

H
N
C
S
第
二
一
八
号

昭
和
五
十
五
年
六
月
十
六
日

北
海
道
知
事

堂
垣
内
尚
弘
殿

北
海
道
自
然
環
境
保
全
審
議
会

会
長

斎
藤
春
雄
殿

(社
)
北
海
道
自
然
保
護
協
会

会
長

八
木
健
三

日
高
山
脈
が
北
海
道
の
み
な
ら
ず
、
我
国
に

残
さ
れ
た
最
後
の
、
か
つ
最
大
の
原
始
境
で
あ

り
、
貴
重
な
自
然
の
宝
庫
で
あ
る
こ
と
は
、
も

は
や
贅
言
を
要
し
な
い
と
こ
ろ
で
あ
り
ま
す
。

こ
の
日
高
山
脈

一
帯
の
国
立
公
園
指
定
が
、

申
請
以
来
十
年
に
し
て
漸
く
実
現
し
よ
う
と
し

て
い
る
こ
と
は
、
い
さ
さ
か
遅
き
に
す
ぎ
た
と

意
見
書
、
回
答
文
書

5111lllll1且IIIlIi511111!1llIllllll!IllIllllilIilllllillI

は
い
え
歓
迎
す

べ
き
所

で
あ

り
ま
す
。

北
海
道
自
然
保
護

協
会

は
そ

の
設

置
に
関

し

次

に
よ
り
要
望

い
た
し
ま
す
。

一
、
指
定
予
定
区
域
を
、
日
高
山
脈

の
山
稜

部

に
限

る
こ
と
な
く
、
も

っ
と
山
麓

部
に
も
拡

げ

、
ま
た

、
特

別
保
護
地
域

の
拡
大

を
は
か

る
こ
と
。

二
、
本
国
定
公
園

の
趣

旨
に
か
ん
が
み
、
利

用

施
設
、
そ

の
他

の
人
工
構
築
物

は
最
小
限

に

と
ど

め
、
で
き

う
る
限
り
そ

の
原
始
性

の
保

全

に
努
め
る

こ
と
。

三
、
公
園
内
に
、
日
高
山
脈
横
断
道
路
を
計
画

す

る
こ
と
は
、
本

国
定
公
園

の
原
始
性
を
大

き
く
傷
付
け
、
そ
の
価
値
を
半
減

せ
し
む

る

も

の
で
あ

る
た
め
、
そ
の
建
設
を
認

め
な

い

こ
と
。
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昭 和55年 度 収 支 予 算 案(55.4.1.～56.3.31)

一般会計t

部の出支部の入収

(5,974,㎜)円

3,902,700

380,000

95,000

120,000

150,000

120,000

100,000

157,000

58,000

845,000

5,000

32,500

5,000

3,800

(1,350,000)

(100,000)

(400,000)

(158,000)

7,982,000

当

費

費

費

費

費

費

費

費

料

課

費

費

費

諜

議
畿
献
料
輔
借
蹴
会
蕪

織

給

福

会

旅

通

消

印

燃
光

賃

租

諸

図

雑
般

自

入

立
合

階

↑

触

繰

備

(100,000)円

100,000

(4,575,000)

1,575,000

3,000,000

(

(

(

200,000)

50,000)

115,821)

15,000

100,821

(1,680,000)

(1,261,179)

脚熱

鄭

鴨入輪

継欝
欝

響

御繍

基

会

一

寄

雑

特

前

(

(

(

(

(

(

(

7,982,000

部の出支部

1,800,000円

1,620,000

180,000

5,000,000

3,500,000

1,500,000

6,800,000

道 庁調 査

調 査 費
一般会計繰入金

会 社 調査

調 査 費
一般会計繰入金

1,800,000円

5,000,000

合 計

2.特 別会計

収 入 の

道庁調査受託金

会社調査受託金

計合6,800,000計
A
口

開
発
道
路

静
内
ー
中
札
内
線

(仮
称
)

計
画
の
廃
棄
に
つ
い
て
の
請
願

H
N
C
S
第
二
三
三
号

昭
和
五
十
五
年
十
月
九
日

北
海
道
議
会
議
長

西
尾
六
七
殿

(社
)
北
海
道
自
然
保
護
協
会

会
長

八
木
健
三

(紹
介
議
員

本
間
喜
代
人
先
生
)

要

旨

日
高
山
脈

一
帯
は
、
我
国
に
残
さ
れ
た
数
少

な
い
原
生
的
自
然
地
域
で
あ
り
、
学
術
上
に
も

極
め
て
貴
重

な
地
域
で
あ
り
ま
す
。

こ

の
貴
重

な
自
然

を
破
壊
す

る
こ
と
な
く

、

人
類

の
遺
産

と
し
て
後
世

に
残
す

こ
と
が
わ
れ

わ
れ
に
課

せ
ら
れ

た
大
き

な
責
務

で
あ

る
と
考

え
ま
す
。

本
会

は
、
と
く

に
別
記
理
由

に
よ
り
、

こ
の

地
域

に
計
画
さ
れ
て

い
る
開
発
道
路

静
内
-

中
札
内
線

(仮
称
)

の
建
設

計
画
を
廃
棄
す

る

こ
と
を
強
く
請

願
い
た
し
ま
す
。

理

由

一
、
日
高

山
脈

は
、

ス
イ

ス
の
ア
ル
プ

ス
に
匹

敵

す
る
ア
ル
プ

ス
造
山
運
動

に
よ

っ
て
造
ら

れ
た
、
典
型
的
な
摺
曲
山
脈

で
あ

り
、
世
界

に
お
け

る
地
質
学
的
な
標
準
地

の
ひ
と

つ
と

し
て
高

い
価
値
が
あ

る
。

二
、
こ
の
よ
う
な
構
造

の
結
果

、
衝
上
断
層
や

破
砕
帯
が
発

達
し
、
非
常

に
崩
壊

し
や
す

い

地
質

で
あ

る
。

ま
た
、

こ
の
地
域

は
尾
根
が
鋭
く

、
谷

は

急
峻

で
、
雪
崩
も
極
め
て
多

い
。
た
と
え
最

新

の
工
法

に
よ

っ
て
工
事
を
行

っ
て
も
、
法

面

の
崩
壊
や
河
川

へ
の
土
砂

流
出

な
ど
は
、

防
止
す
る

こ
と
は
不
可
能

で
あ

る
。

さ
ら

に
ま
た
、
道
路

の
安

全
維
持

は
期

し

が
た

い
。

三

、
道
路
建
設

に
よ
る
自
然
破
壊

は
、
建
設
工

事
そ

の
も

の
に
よ
る
に
と
ど
ま
ら
ず

、
人
車

の
通
行

に
よ
る
環
境

汚
染

、
生
態
系

の
著

し

い
破
壊
な
ど
が
起
き

る
こ
と
は
過

去
の
例

に

て
ら
し
て

み
て
も
明
白

で
あ

る
。

四

、
道
路
開
設

に
よ
る
社
会

、
経
済
的
な
効
果

に
つ
い
て
は
、
道
央

、
道
東

を
結

ぶ
ル
ー
ト

と
し
て
、
既
存

の
日
勝
道
路

、
現
在
建
設
中

の
国
鉄
石
勝
線

、
道
道
浦
河
-
大
樹
線
が
あ

り
、
そ

の
上
、
急
峻

で
、
冬
期

不
通

の
可
能

性

の
高

い
当
開
発
道
路
を
建
設
す

る
必
要
性

は
考
え
ら
れ
な

い
。

3



●
「自
然
科
学
講
演
会
」
ひ
ら
か
れ
る

九
月
二
十
日
、
於
・
苫
小
牧

北
海
道
自
然
保
護
協
会
と
苫
小
牧
自
然
保
護

協
会
で
、
市
民
生
活
に
身
近
な
自
然
の
問
題
を

考
え
よ
う
と
、
苫
小
牧
市
で
は
初
め
て
の
「
自

然
科
学
講
演
会
」
を
開
い
た
。
一
昨
年
か
ら
火

山
活
動
が
活
発
化
し
た
樽
前
山
の
火
山
活
動
や

防
災
対
策
が
今
回
の
テ
ー
マ
に
え
ら
ぼ
れ
た
だ

け
に
、
同
講
演
会
に
は
自
然
保
護
や
防
災
関
係

者
が
多
数
集
ま
っ
た
。

講
演
会
で
は
当
協
会
の
八
木
健
三
会
長

(北

大
名
誉
教
授
・
北
星
学
園
大
教
授
)
が

「
樽
前

山
の
火
山
活
動
に
つ
い
て
」
、
北
大
農
学
部
の

東

三
郎
教
授
が

「有
珠
山
の
爆
発
と
そ
の
防

災
に
つ
い
て
」
を
テ
ー
マ
に
講
演
さ
れ
た
。

(会
員

・
苫
小
牧
民
報
社
)

●
「
国
際
地
理
学
会
北
海
道
巡
検
旅
行
班
」

参
加
者
よ
り
知
事
に
要
望

八
月
末
か
ら
九
月
初
め
に
か
け
て
東
京
で
開

催
さ
れ
た
国
際
地
理
学
会
の
あ
と
、
欧
米
の
地

理
学
者
十
名
は
、
道
教
育
大
学
旭
川
分
校
の
岡

本
教
授
を
サ
ー
ダ
!
と
す
る
北
海
道
巡
検
旅
行

班
に
参
加
し
、
道
内
各
地
の
自
然
、
社
会
、
産

業
な
ど
を
視
察
し
た
。
こ
の
間
、
北
海
道
の
す

ば
ら
し
い
自
然
に
感
嘆
す
る
と
と
も
に
、
そ
れ

ら
の
自
然
が
開
発
に
よ
っ
て
破
壊
さ
れ
つ
つ
あ

る
現
実
も
認
識
し
、
案
内
老
の
一
人
で
あ
っ
た

八
木
会
長
の

「
日
高
横
断
道
路
に
よ
る
旦
局
の

原
始
自
然
の
破
壊
」
に
深
い
関
心
を
よ
せ
た
。

そ
の
結
果
、
道
知
事
に
要
望
書
を
し
た
た

め
、
こ
れ
に
全
員
が
署
名
し
て
九
月
十

一
日
付

で
送
っ
た
。
そ
の
内
容
は
、

1

日
高
横
断
道
路
の
計
画
を
再
検
討
す
る

2

日
高
の
原
始
自
然
を
守
る
た
め
、
速
や

か
に
日
高
国
定
公
園

を
設
定
す

る

3

釧
路
湿
原

の
主
要
部
分
を
、
土
地
改
良

か
ら
守

る

の
三
点

で
あ

る
。

一
行
は
、
西
独

マ
イ

ン
ツ

大
学

エ
ル
ト

マ
ソ

・
ゴ

ル
ム
ゼ

ン
教
授
を

は
じ

め
、
著
名
な
地
理
学
者
も
多

く
、
こ
の
要
望
書

は
日
高
道
路
問
題
が
国
際
的
な
関

心
を
呼

ん
で

い
る
こ
と
を
示
す
も

の
で
あ
ろ
う
。

お
知
ら
せ
コ
ー
ナ
ー

◆

「
や
さ
し

い
自
然
保
護
講
座
」
の
実
施

趣

旨

自
然

と
の
ふ
れ
あ

い
を
求
め
、
自
然

に
親

し

み
た
い
と
い
う
志
向
が
最
近
と
く
に
高

ま

っ
て

お
り
ま
す
が
、
誰

に
で
も
わ
か
り
や
す
い
講
座

を
通
し
て
自
然

の
し
く

み
や
、
自
然
保
護

の
推

進

を
正

し
く
理
解

し
、
認
識

し
て
い
た
だ
く
こ

と
を
ネ
ラ
イ
と

し
ま
す
。

場
所

日
時

定
員

受
講
料

申
し
込
み 北

海
道
婦
人
文
化
会
館

(
中
央

区
北

一

条

西
七

丁
目
)

十

一
月

二
十

二
日
～
十
二
月
二
十
日

の
毎
土
曜

日
、
午
後

二
時
～
四
時

四
十
名

二
千
円

(会
員
外
は

二
千
五
百
円
)

十

一
月

二
十

日
ま

で
に
、

ハ
ガ
キ

ま
た
は
電
話

に
て
直
接
当
協
会
に

(
住

所

、
氏
名
、
年
令
、
職

業
を
明
記
)

◇
十
一
月
二
十
二
日

「自
然
環
境
と
人
間
の
生
活
」
辻
井
達

一
氏

(北
大
農
学
部
助
教
授
)

◇
十
酬
月
二
十
九
日

「生
命
の
舞
台
と
生
態
系
」
鮫
島
惇

一
郎
氏

(農
林
水
産
省
林
業
試
験
場
北
海
道
支
場
育

種
研
究
室
長
)

◇
十
二
月
六
日

「
自
然
保
護
の
考
え
方
」
俵

浩
三
氏

(道

立
野
幌
森
林
公
園
事
務
所
公
園
管
理
部
長
)

◇
十
二
月
十
三
日

「
自
然
保
護
と
公
害
」
左
部

勝
氏

(道
立

公
害
防
止
研
究
所
長
)

◇
十
二
月
二
十
日

「
自
然
保
護
の
手
段
と
方
法
」
中
島
庄

一
氏

(北
海
道
生
活
環
境
部
自
然
保
護
課
長
)

◆
講
演
会
の
開
催

南
北
海
道
自
然
保
護
協
会
と
共
催
で
、
講
演

会
を
函
館
市
内
で
開
催
す
る
。

日
時

場
所

内 演 講
容 題 師

十

一
月
二
十
九
日

(
土
)
午
後

二
時
～

四
時

道

新
函
館
支

社

ホ
ー
ル

(
函
館
市

五
稜

郭
町
)

辻
井
達

一
氏

(
北
大
農
学
部
助
教
授
)

北
方

圏

の
自
然

と
暮

し

最

近
歩
き

廻
わ

っ
て
見
聞

し
た
ア
ラ

ス

カ
、

カ
ナ
ダ

の
自
然
環
境
を
通

し
て
、

自
然

の
美

し
さ
と
人
と

の

ふ

れ

あ

い

を
、

ス
ラ
イ
ド
を
利

用
し
な
が

ら
語

っ

て
い
た
だ
く
。

●
会
員
の
異
動

(入
会
)
山
本
繁
樹
、
高
橋
正
行

、
麻
場
邦

彦
、
近
藤
淳
子
、
矢

口
以
文
、
峰

山
富
美

、
奥

山
悦
朗
、

小

田
倫
之

、

高
橋
春
吉
、

石
本
礼

子
、
山
形
由
史
、
山
田
和
子
、
伊
藤

浩
司
、
岡

村
秀
雄
、
大
浦

健

、
進
藤

勉

、
斎
藤

岬
、

浦
野
慎

一
、
千
村
勝
哉
、
小
中
恭
子
、
岡
本
次

郎
、
土
屋
吉
次
、
本

田
英
夫
。
(
有
)青

木
造
園
、

谷
岡
緑
化
㈱
、
㈱
横
山
造
園
、
㈱
毎
日
新
聞
社

北
海
道
支
社
、
㈱
宝
石

の
玉
屋
、
㈱
北
海
道
土

木
工
業
新
聞
社

、
王

子
緑
化
㈱
苫
小
牧
営
業
所

山
田
尚
達

、
土
橋
信
男

、
日
鋼
緑
化
株
式
会
社

(退
会
)

五
十
嵐

謙
、

一
木
万
寿
三
、
江

田
博
明
、

寺
田
康
道
、

中
野
茂
雄
、

西
本
宗

信
、
橋

本
光

政
、
松
井

修
、
㈱
浅
沼
組
札
幌

支

店
、
日
産
建
設
㈱
札
幌
支
店

◇
出
版
物
の
お
知
ら
せ

●

「
北
の
山
」

元
会
長

・
伊
藤
秀

五
郎
先
生

が
逝

か
れ

て
か

ら
も
う
四
年
に
な
る
が
、

こ
ん
ど
中
央
公
論
社

か
ら
中
公
文
庫

の

一
つ
と
し
て
出
た
。
北
海
道

の
山

に
つ
い
て

の
十

一
編

の
紀
行

の
ほ
か
、
感

想

・
随

想
編

と
し
て
山
と
漂
泊

、
北
海
道

の
春

な
ど
十

一
編

が

の
せ
ら
れ
て

い
る
。
主
と
し
て

一
九
三
〇
年
前
後

に
書

か
れ
た
も

の
で
、
昭
和

十
年
、
渡
米
前

に
、
と
自
序
に
あ

る
よ
う
に
昭

和
十
年

一
月

に
梓
書
房

か
ら
出
さ
れ
た
も

の
の

文
庫
本

で
あ
る

。

解
説

で
林

和
夫

氏

(本
会
会
員

、
北
大
山

の
会
会
員
)
が
述

ぺ
て
お
ら
れ
る
よ
う
に
、
「地

味
」
な
名
著
が
復
刊

さ
れ
た

の
は
喜
ぽ

し

い
。

中
公
文
庫

・
中
央
公
論
社

・
三
〇
〇
円

。

昭
和

五
十

五

年

十

月

三

十

一
日
発

行

〇
六
〇

札
幌
市
中
央
区
北

【
条
西
七
丁
目

広
井
ビ
ル
五
階

発

行

所

灘
畑

北

海

道

自

然

保
護

協

会

電

話

(〇
一
一
)二
六
一ー
六
五
八
六
(代
)

(〇

一
一
)二
五
一ー
五
四
六
五
(直
)

郵

便

振

替

口
座

小

樽

四
〇

五
五

北
海
道
拓
殖
銀
行
本
店
〇
一
七
二
五
九

北

海

道

銀

行

本

店

一
〇

一
四
四
四

発

行

人

八

木

健

三

印

刷

札

幌

印

刷

株

式

会

社
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